
                          令和 3年 12月 20日    

＜ ワンポイント・レッスン（実践） ＞ 

（ 21年のマーケット（投資部門別売買動向）） 

 

・2021年の株式市場も今週、来週の 2週間を残すのみとなりました。今年は昨年に引き

続き新型コロナ感染拡大で振り回されましたが、ようやく落ち着きを見せてきました。 

・21年のマーケットは、20年 10月から 21年 2月迄の上昇。半導体・ハイテク関連が買

われN・T倍率は 14.1倍から 15.7倍に上昇したことに集約されると思います。買いの

主体は海外投資家。下表は、投資部門別売買状況。20年第 4四半期に引き続き、21年

第 1 四半期も買い越し。個人投資家は、20 年第１四半期（コロナショック）で買い越

し、大成功、ただ、第 4四半期以降の上昇は売り越しとなっています。海外投資家の順

張り、個人投資家の逆張りスタンスが顕著に出ています。 

 

  

 

 ・気になるのは、今年第 2 四半期以降は各部門ともに目立った動きがなくなってしま

ったこと。第２四半期以降はどの投資部門も買い越し・売り越し額が 1兆円を超えた

ことがない状態となっています。海外に比べて、収束度が上昇。各投資部門から見て、

魅力的な市場になって欲しいものです。               （了） 


